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次期X線天文衛星Astro-Hは裏面照射型のX線CCDカメラ (SXI:Soft X-ray Imager)を搭載する。SXIを用い
て、天体からのX線を観測するには、X線以外の可視光や紫外線を遮断する必要がある。現在軌道上で観測を続
けているX線天文衛星すざくのXISには、CCD素子の前面に可視光や紫外線を遮断するアルミニウム/ポリイミ
ド/アルミニウムの 3層構造からなる厚さ <3000 Å の薄膜 (OBF:Opitical Blocking Filter) を装備し、アルミニ
ウムで可視光を、ポリイミドで紫外線を遮断している。ただし、OBFは薄膜であるため、打ち上げ時の振動で破
れる危険性等があり、SXIはOBFを採用せず、直接 CCD素子に可視光・紫外線遮断膜 (OBL:Opitical Blocking
layer)をコーティングする方法を採用し、現在実用化に向けて開発を進めている。尚、OBFと同様にOBLは、ア
ルミニウム/ポリイミド/アルミニウムの 3層構造である。我々はOBLの実用化に向け、高エネルギー加速器研究
機構の放射光施設 (KEK-PF)において、15-72 eVの紫外線透過率及びOBL層の厚みの均一性について測定を行っ
た。ポリイミドの厚みが 1100 Å のOBLでは、紫外線透過率は、41 eV付近で 3%以下と決定し、軌道上で最も
遮断したい地球大気のHeIIからの紫外線を遮断できることを確認した。また、OBL層のポリイミドの厚みの均一
性については、10%程度であることが分かった。
本報告では、2010年 3月にKEK-PFにおいて実施するポリイミドの厚み 2400 Å ,3000 Å のOBLの紫外線透

過率の測定結果も含め、OBLの開発の現状について報告を行う。


